


工　　　種 図　例 記　号 名　　　　称 備　　　考

凡　例

仮設工

注記）

左記の範囲において、足場を設置する場合は

新たに法面となった範囲は、わら芝養生とすること

防音シートにて囲うこと

素掘り側溝

排水管φ150

沈砂池

素掘り側溝

素掘り側溝

盛土範囲

仮囲いH2000

仮囲いH2000

仮囲いH2000

排水管φ500

排水管φ500

沈砂池

沈砂池

素掘り側溝 H＝200～600

H2000

波状管（ダブル構造）φ500

建築掘削土による盛土

わら芝養生を行う

ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ張り

出入口ゲート
W10ｍH4.5ｍ

沈砂池

現場事務所

H4500

W10ｍH4.5ｍ

仮設搬入路

排水管

仮囲い

出入口ゲート

W6ｍ，10ｍ 砕石敷き

仮設搬入路

仮設歩道

仮設歩道

仮設搬入路

仮設歩道

法面

仮囲いH2000

W2.0ｍ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 30/100

主要出入口ゲート

補助出入口ゲート
W6ｍH4.5ｍ
補助出入口ゲート

W10ｍH4.5ｍ

誘導員２名配置

H=1800 板柵桝

仮囲いH2000

（防音シート）

工事車両動線

歩行者動線

施設出入口

SS濃度

5.8以上　8.6以下

100PPM（mg/L）以下）

ＰＨ

濁水放流基準

※　沈砂池にて、ＰＨ管理及び沈降剤による濁水処理を行い、排出水の管理を行うこと。

沈砂池の位置については、工事の進捗により、適時調整するものとし

堆積物等により沈砂機能が低下しないように管理すること

伊都図書館・情報基盤センター

ウエスト２号館

学生支援施設

（西棟）
学生支援施設(東棟)

雨

雨

雨

雨

雨

雨

雨
雨雨雨雨

雨
雨

雨
雨

雨

雨

雨

雨
雨

雨

(As)

(As)

(As)

38.73

39.07

38.74

38.15

39.14

40.15

36.11

36.61

40.57

40.85

38.31 38.41

38.47

38.53

37.90

36.15
35.70

33.61

33.10

32.67

32.77

31.61

31.04

30.48

32.11

29.76

29.75

29.73

29.71

29.70

29.53

29.45

29.24

29.09

29.33

32.32

34.49

35.52

36.40
36.79

33.02

31.52

30.73

37.42

38.16

33.69

45.14

29.93

40.92

45.10

39.23

40.15

40.11

38.75

38.62

36.75

40.65

38.24

36.43

35.39
35.84

37.15

34.66

33.62

T11
H=31.987

31.48

30.51

33.22

34.33

37.89

29.68
29.49

(28.80)
29.32

29.86

32.41

32.42

34.67

37.17

渡り廊下２

渡り廊下１

ゴミ

廃液

保管庫

置場

ボンベ庫

高圧ガス

【Ｅ棟】

福利厚生施設
生活支援サービス施設

（将来計画）

講義室
（将来計画）

エコセンター

【Ａ棟】

ゴミ

廃液

【Ｂ棟】

【Ｃ棟】

置場

ボンベ庫

高圧ガス

【Ｄ棟】

ざつ

照

(As)

ﾀｲﾙ

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)

(As)
(As)

(As)

FF

消火栓 消火栓

九大共同溝

(As)

駐車場

(As)

(As)

(As)

保管庫

(G) (G)

(G)

(As)

案内板

(As)

案内板

照

散水栓

(ｲﾝ)

看板

照

(G)

H=29.804

九大基-4

1/500(A1)

1/1000(A3) 仮 - 0 0 2

仮設計画図２（建設時） H25.3
図面名

縮尺工事名 図面番号

日付
九州大学施設部

九州大学(伊都)総合研究棟(理学系)新営 その他工事

33.28

33.38

34.00

35.10
34.84

35.38
35.80

34.20

比較社会文化
言語文化
研究教育棟

1571936007
長方形

1571936007
長方形



計画調合

６章 コンクリート工事 本章はＪＡＳＳ５（２００９年版）に準拠する。＜　＞内にＪＡＳＳ５における項目番号を示す。

・

・

・

指定

・

・

・
※普通

※普通

・

※普通

使用骨材による
コンクリート

※普通

・

※普通

※普通

※普通ポルトランドセメント

※普通ポルトランドセメント

※普通ポルトランドセメント

※普通ポルトランドセメント

・ 図示

・

・

・

※高炉セメントB種

・

・

・

使用箇所

基礎・地中梁

土間コンクリート

場所打コン

・

※高炉セメントB種

・普通ポルトランドセメント

・

１． コンクリートの

＜４.１＞～＜４.　５＞

※コンクリートの種類、品質基準強度、セメントの種類、スランプ、単位水量、混和剤等は下表による。（品質基準強度Fqは、FdとFcの大きい方とする。）

・中庸熱ポルトランドセメント

※ 28日

強度管理

の材齢

スランプ

（㎝）

単位水量
の最大値

※ 175

・

※ 170

・

※ 170

・

※ 185

・

※ 185

・

（㎏/m3）

※ 図示

・

・

・

・

・

・鋼管充填ｺﾝｸﾘｰﾄ

・

・

・

・ マスコンクリート

・

特殊なコンクリート

の適用

※  15

※  18

※ 図示

※ 18

・

※

混和剤・混和材

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・防水材

・

・

※高性能AE水剤

・AE減水剤

・

・

・

※AE減水剤
※

※  24

※

品質基準
強度

※ 15

・

※ 12

・

※ 18

・

水中コンクリート・

セメントの種類

その他特記事項（・下記による　・図示による）

水中コンクリート

※単位セメント量の最小値は下記による。

　※場所打コンクリート杭（※340㎏/m3  ・　　    ㎏/m3）

　・地中連続壁　　　　　（※360㎏/m3  ・　　    ㎏/m3）

コンクリート

その他の

＜２３節＞＜２４節＞

※水セメント比の最大値（※55％　・　　  ％）

※適用するコンクリート

その他特記事項（※本章１項による ・下記による　・図示による）

適用 特殊なコンクリート 適用箇所 備　　考

  ト及び海岸から

 （※100m ・     m)

  以内にある建物のコンク

  リート

水セメント比の最大値は、

表２４．２による

・

・本章１項による

※水槽・プール・地下室等

  リート

  圧力水が作用するコンク

・

・本章１項による

コンクリート

海水の作用を受ける

受けるコンクリート

凍結融解作用を

　久性を特に必要とするコ

  ンクリート

※凍結融解作用に対する耐

性能区分(A～C)に応じた

骨材の品質及び調合は、

表２６．２による。

・本章１項による

※海水に接するコンクリー

・

・本章１項による

水密コンクリート

※ガンマ線や中性子線等の

  放射線を遮蔽するコンク

  リート

空気量

スランプ

水セメント比

4.5％以下

18㎝以下

50％以下

品質管理の検査項目

スランプ

水セメント比

・行う　・行わない

・ 遮蔽用コンクリート

放射線漏洩検査

かぶり厚さの最小値は、

表２４．３による

特殊な鉄筋の使用は特記

による。

※本章１項で規定した混和剤の種類（※遅延形  ・標準形）

※マスコンクリートの使用箇所（※本章１項による　・  　　　　　　）

マスコンクリート ※本項で記載された内容は、本章１項に優先する。

※セメントの種類（※中庸熱ポルトランドセメント ・低熱ポルトランドセメント

            ・高炉セメントB種          　・　　　　　   　　　　　）

※荷卸し時のコンクリートの温度  （※35℃以下  ・　 　℃以下）

※打込後のコンクリートの表面温度、内部温度、外気温の測定（※行わない

　・行う）

受入時の試験・検査

※試験機関は「建築物の工事における試験及び検査」に関する

  東京都取扱い要綱」の第４条の条件を備えた機関とする。

※強度管理の材齢（※56日 ・　28日）

※本項に限り、ＪＡＳＳ５ ９節の他、共通仕様書６.９.１～６.９.６を適用する。

仕様書６.９.１ ※コンクリートの型枠等は下表による。

仕上面適用 適用箇所 型枠の種別
図示のない場合
の打増し厚さ)

板厚
（㎜）

・
※15

・12
※型枠用合板表面加工品

・図示による ・

A種

・型枠用合板 A-B,A-C

・

B種 ・

C種 ・

仕上箇所

仕上箇所

上記を除く、下記 ※型枠用合板表面加工品

※型枠用合板 B-C

※型枠用合板 B-C

・図示による ・

・図示による ・

・図示による ・

・ ・ 外部   内部・・

・ ・ 外部   内部・・
特殊

・
※型枠用合板 A-B,A-C

・図示による ・

　　　部化粧打放し

一般部化粧打放し

 併用）

 併用）

（打放し補修仕上剤

（打放し補修仕上剤

注1）のA種仕上箇所

下記　注1）のB種

下記　注1）のC種

注１）コンクリート仕上がり面の種別は下記による。

注２）断熱材兼用型枠の適用は１９章内装工事による。

　　A種：目違い、不陸等の極めて少ない良好な面とし、化粧打放し、クロス張り、

　　B種：目違い、不陸等の少ない良好な面で、グラインダー掛け等により平滑に

　　　　 調整されたものとし、仕上塗剤又は防水仕上程度を施すコンクリート表

         面に適用する。

　　     仕上個所に適用する。タイル仕上の場合は躯体処理の有無に拘らずC種

　　C種：打放しのままで、目違い払いを行ったものとし、上記A種・B種以外のFq(N/㎜2)

※  24

※  60

2 階～ PHR 階

1 階～ PHR 階

計画供用期間の級
（耐久設計基準

・高性能AE減水剤

型枠

※受入時の試験・検査は表

・

・

※本章１項による

・図示による

※本章１項による

・図示による

詳細は図示による。

詳細は図示による。

プレストレスト

コンクリート

コンクリート

プレキャスト複合

その他特記事項（※本章１項による ・下記による　・図示による）

※構造スリットの仕様は建築図による。

構造スリット ※構造スリットの位置は構造図による。

品質管理

※柱、壁のコンクリート打設は縦形フレキシブルシュート等を使用する。コンクリートの

打込み ＜７.５＞

　止水板の仕様（早川ゴムスパンシールRGSタイプ　幅290㎜　）

※地下室で土に接する部分の打継ぎ部分に止水板を用いる。コンクリートの

打継ぎ

３．

４．

５．

１３．

１４．

１５．

１６．

１７．

６．

　・棒状の振動機、型枠振動機を用いて十分なコンクリートの締め固めを行う。

　・打込後のコンクリートは7日以上、散水・噴霧・養生マット等による被覆等に

　  より湿潤養生を行う。

　・収縮帯を設ける。 （位置・巾・後打コンクリートの仕様等は図示による）

　・外壁の型枠としてPC版等を使用する。 （仕様、納まり等は図示による）

　・床にPC合成スラブを用いる。     　　（仕様、納まり等は図示による）

　・地上部分のコンクリートの単位水量を（※170 ・　　　 ）㎏/m3以下とする。

　・（※鉄筋規準図８－７・図示）による外壁の補強を行う。

　・鉄筋規準図

　・鉄筋規準図７－７（１）による各階出隅入隅部の床版の補強を行う。

　・膨張材の使用。   （本章１項の表参照）

※コンクリートのひび割れ対策は日本建築学会「鉄筋コンクリート造のひび割れ

  対策（設計・施工）指針・同解説」による他、下記による。

　（本章１項の表参照）

※竣工後コンクリートに著しいひび割れが生じた場合は、施工業者により調査し、

  必要に応じて補修を行うこと。その場合、外壁等で雨水の浸透の恐れが有る部分ひび割れ

コンクリートの２．

１１項による亀裂誘導目地を設ける。

※骨材はアルカリ骨材反応を生じる恐れのないものとする。

※所定空気量の目標値は普通コンクリートで4.5％、軽量コンクリートで5％とする。

※コンクリートに含まれる塩化物量は塩化物イオン（Ｃ  ）量で0.30㎏/m3）

　以下とする。

※使用箇所の階表示は右図による。

（計画供用期間の級が長期・超長期の場合は0.20㎏/m3以下とする。）

（計画供用期間の級が超長期の場合は化学法で判定すること。）

1階

地中梁

B1階

※計画供用期間の級の水準は下表による。

級 大規模補修不要期間 供用限界期間 耐久設計基準強度 Fd

標準

長期

約200年超長期

短期

※かぶり及び鉄筋の定着長に関して、必ず施工前に係員の承諾を得ること。

※計画供用期間の級が（※長期、超長期・標準以上・短期以上）の場合は以下を

-4
　・コンクリートの乾燥収縮率（※8.0×10　・　　　　 ）以下とする。

　・コンクリートの打重ね時間（※60分  ・　　　　　　）以内とする。

　・コンクリートのひび割れ幅（※0.3㎜ ・　　　　　  ）以下とする。

　・せき板存置期間に必要な圧縮強度（※10N/㎜2 ・　　　　 　）以上とする。

※管理値が、重複して存在する場合は、もっとも厳しい管理値を採用する。

※使用するコンクリートは、ＪＩＳ Ａ ５３０８に適合するコンクリートまたは

　建基準法第３７条認定品を原則とする。

・圧縮強度に対して算定されるヤング係数の80％以上であることを確認すること。

　ただし、使用するコンクリートまたは類似の材料・調合のコンクリートのヤング

  の応力－ひずみ曲線から算出する。

暑中コンクリート

寒中コンクリート ※寒中コンクリート及び暑中コンクリートの適用期間等は下表による。

指定 適用事項 混和剤コンクリートの種類

・ 寒中コンクリート 　　月　　日～　　月　　日 ※本章１項による

・ 暑中コンクリート 　7 月　1 日～　9 月　12日 ※本章１項による
１）

      を用いる。

注１）気温の状態により、寒中時の混和剤は促進形、暑中時の混和剤は遅延形

１）

28 91

・暑中コンクリートにおいて以下を満足する場合、係員の承諾を得て

　　Ｓ　=3N/㎜2とすることができる。

　イ．打込み時のコンクリート温度を35℃以下とする。（全量管理を行うこと。）

　ロ．コンクリートの圧縮強度管理は、本コンクリートを打設した構造躯体から

　　　採取した91日材齢コア強度、又はこれに準ずる方法で管理を行うこと。

　ハ．上記イ、ロを含む暑中コンクリート施工計画書を提出し、係員の承諾を得る

高流動コンクリート ※本項で記載された内容は、本章１項に優先する。

※高流動コンクリートの使用箇所（※本章１項による　・   　　　　　　）

※流動化コンクリートの使用箇所（※本章１項による　・  　　　　　　）流動化コンクリート

※スランプの指定（・本章１項による　※ベース 　　  ㎝、流動化後　 　  ㎝）

※流動化剤の投入場所（※工事現場　・レディミクストコンクリート工場）

その他調合に関する特記（※本章１項による ・下記による　・図示による）

※単位容積重量（          kN/m3）

軽量コンクリート ※軽量コンクリートの使用箇所及び種別は本章１項による。

※その他調合に関する特記（※本章１項による　・下記による　・図示による）

　が、原則として下記条件を満足すること。

※調合等は、各レディミクストコンクリート工場で取得した大臣認定仕様による

※スランプフロー値（※60㎝  ・　　㎝）

※セメントの種類（※中庸熱ポルトランドセメント　・低熱ポルトランドセメント

※単位水量の最大値（・本章１項による　※170㎏/m3  ・　　    ㎏/m3）

※水結合材比（混和材が無い場合は水セメント比）の最大値（※50％  ・  　％）

※スランプまたはスランプフロー値の指定

※セメントの種類（※中庸熱ポルトランドセメント　・低熱ポルトランドセメント

         ・高炉セメントB種　・　　　　　   　　　　）

※強度管理の材齢（※ 28日  ・　　日）

    　・高炉セメントB種　・　　　　　   　　　　　）

※試練り時におけるコンクリートのヤング係数の測定（※行う　・行わない）

その他特記事項（・下記による　・図示による）

※単位水量の最大値（・本章１項による　※170㎏/m3  ・　　    ㎏/m3）

※水結合材比（混和材が無い場合は水セメント比）の最大値（※50％  ・　　％）

※強度管理の材齢（※28日 ・　　  日）

※試練り時におけるコンクリートのヤング係数の測定（※行う　・行わない）

※試練り時におけるコンクリートの単位容積重量の測定（※行う　・行わない）

その他特記事項（・下記による　・図示による）

　　                   ・スランプ   　   ㎝  ・スランプフロー       ㎝）

高強度コンクリート ※本項で記載された内容は、本章１項に優先する。

　仕様によるが、原則として下記条件を満足すること。

※高強度コンクリートは、設計基準強度36N/㎜2を超えるコンクリートに適用する。

※調合等は、各レディミクストコンクリート工場で取得したＪＩＳ又は大臣認定

鋼管充填 ※コンクリートの施工は（※圧入工法・落とし込み工法 ・　　　　　）とする。

※コンクリートの沈降量は（※2.0㎜ ・　　　　）以下とする。

※スランプフロー値（※60㎝ ・　　　）とする。

※コンクリートのブリージング量は（※0.1㎝3/m2 ・　　　　　）以下とする。

＜１８節＞

１２．

１１．

１０．

７．

８．

９．

　・ＪＡＳＳ５ １１.１０節による。

　・（※10％　・　　　）の部材に対し、非破壊検査を行う。

　　　抜き取り方法、検査方法、合否判定等はＪＡＳＳ５による。

※本章１項による

・図示による

※本章１項による

・図示による

詳細は図示による。

詳細は図示による。

コンクリート

再生骨材

エコセメントを使用

するコンクリート
・

・

・かぶり厚検査は以下による。

36＜Fc＜45N/㎜2の場合（※スランプ21㎝以下またはスランプフロー50㎝以下

＜７.８＞

＜９節＞

＜１２節＞

＜１３節＞

＜１４節＞

＜１５節＞

＜１６節＞

＜１７節＞

＜２１節＞

＜２４節＞

＜１９節＞＜２０節＞

＜２５節＞＜２６節＞

＜２７節＞＜２８節＞

・超長期（Fd36）
・長期　（Fd30）

・標準　（Fd24）

・短期　（Fd18）

・
外構

簡易コンクリート

※普通 ※普通ポルトランドセメント

・・軽量   種

※普通 ※普通ポルトランドセメント

・・軽量   種

・

・

・

・
※ 24 ※  15

・

・

※
・

※
・

・
※

・

・

・

＜１１節＞

・単位水量を管理する。

管理目標値と設計値の関係および運用方法はＪＡＳＳ５解説表１１．１０による。

コンクリート

※スランプは15㎝以下を標準とする。ただし、高性能AE減水剤または、流動化剤

  を用いる場合は18㎝以下とすることができる。

・普通ポルトランドセメント

※ 175

・

・
※普通

・

※高炉セメントB種

・

※ 185

・ ・

・※ 18

・ ・

・※ 15

・
捨コンクリート

（押えコンクリート
無筋コンクリート

・

・

  には、伸縮性がある水性ポリマー樹脂を使用する。

　・土間コンに所定の目地切りを行う。（位置、仕様は鉄筋規準図７－９による）

　　     とする。

※型枠の存置期間は、建設省告示１１０号によること。

　　     粘着剤付ビニルシート張り又は塗装仕上程度を施すコンクリート表面に

         適用する。

　・外壁の型枠を2週間以上存置する。2週間以上の存置が不可能な場合は6日以上

　　存置し、型枠の脱型後直ちにビニールシートを密着させ、なるべく長期間

　　設置し、壁から水分の急激な蒸発を防ぐ。

＜５.１＞～＜５.１１＞

＜３.１＞～＜３.１０＞

※AE減水剤

※AE減水剤

※AE減水剤

※AE減水剤

・AE減水剤

※高性能AE減水剤

６.１０.１及び表６.１０.２により行う。

※水平打ち継部は高圧洗浄等によりレイタンスを除去する。

・品確法に基づく水セメント比規定の適用（主要構造部への適用）

   ・50％（45％）以下　（劣化等級3）

   ・55％（50％）以下　（劣化等級2）

  （    ）内の数値は軽量コンクリートの場合を示す。

・品確法に基づくスランプ規定の適用

   ・コンクリート強度が33N/㎜2未満の場合は18cm以下、33N/㎜2以上の場合

   　は21cmとする（劣化等級3,2）

品確法に基づく１８． 劣化対策等級に応じた各施工条件を満足すること。

・打込み締め固め方法

　コンクリートが均質かつ密実に充填され、所要の強度と耐久性を有し、有害な

　打込み欠陥部の無い構造体コンクリートが得られるように行う。（JASS5-7節）

・打ち継ぎ部の処理

　レイタンスや脆弱なコンクリートを取り除き新たに打込むコンクリートと一体

　となるように処置する。（JASS5-7節）

・養生方法

　急激な乾燥、過度の高温または低温の影響、急激な温度変化、振動及び外力

　の悪影響を受けないようにする。（JASS5-8節）

施工計画の指定

設計基準
強度

　・鉄筋規準図７－７（２）による床版の補強を行う。適用部位は図示による。

   （同等の材料分離抵抗が認められないものにあっては、この限りではない）

※  24

※  24

※  60

※

※

※

※

※

※

（標準

～６.９.６）

（標準仕様書６.１０.１

～６.１０.６）

（表６.１０.１）

（表６.１０.２）

約100年

約 65年

約 30年

約100年

約 65年

36N/㎜2以上

30N/㎜2以上

24N/㎜2以上

18N/㎜2以上

クリート杭

  等）

Fc(N/㎜2)

・超長期（Fd36）
・長期　（Fd30）

・標準　（Fd24）

・短期　（Fd18）

・超長期（Fd36）
・長期　（Fd30）

・標準　（Fd24）

・短期　（Fd18）

強度Fd(N/mm2)）の種類

※ 28日

※ 28日

※ 28日

※ 28日

※ 28日

※ 28日

※ 28日

※ 28日

  堅守すること。

　係数の試験結果がある場合は、試験を省略することができる。試験練りの供試体

※15

・12

※15

・12

※15

・12

※15

・12

      こと。

45≦Fc≦60N/㎜2の場合（※スランプ23㎝以下またはスランプフロー60㎝以下

　　                   ・スランプ   　   ㎝  ・スランプフロー       ㎝）

55％以下

18㎝以下

・　 日

・　 日

・　 日

・　 日

・　 日

・　 日

・　 日

・　 日

・　 日

※調合監理強度（Fm）は、品質基準強度（Fq）に構造体の強度補正値（  S  ）

セメントの種類 予想平均気温θの範囲（℃）

普通ポルトランドセメント

中庸熱ポルトランドセメント

高炉セメントＢ

構造体の強度補正値（  Ｓ  ） 6N/㎜23N/㎜2

8≦θ 0≦θ＜8

11≦θ 0≦θ＜11

13≦θ 0≦θ＜13

　を加えた値以上とする。【Ｆｍ＝Ｆｑ＋  Ｓ  】

28 91

28 91

28 91

暑中コンクリート

6N/㎜2

外壁・内壁のか

ぶり厚さは、鉄

筋規準図「11．

ひび割れ誘発目

地」による。　

S - 002

特記仕様書　２

Ｎ．Ｓ．九州大学施設部
図面名

九州大学(伊都)総合研究棟(理学系) 新営　その他工事
縮尺

日付

H25.3

工事名 図面番号

CFT充填ｺﾝｸﾘｰﾄ

1階床

　・骨材を石灰石または花崗岩とする。

※防水材は設備配管ピットの周囲の躯体（上部床は含まない）に配合とする。
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